
 

 

 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能・各種ふせんを活⽤する〜 

紹介⽂を書く活動を通して、⽂章の書き⽅や情報リテラシーについて考える授業 
構⽂⼒を⾝につけ、引⽤や出典の⽰し⽅とその必要性を理解する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽬的・概要の説明 
この授業の⽬標は魅⼒が伝わる紹介⽂を
書けるようになることだと理解させる。 
 
テキストふせんで紹介された⽇本⽂化の
紹介⽂を黙読し、印象・感想・⽂章の構
成要素を⽣徒にメモさせる。 
 
 
 
グループでまとめた意⾒を 
共有する 
step1 で作成させたメモをグループ内で共
有させ、より感じが良い紹介⽂の特徴を
1 枚のふせんにまとめ、紹介⽂に必要な
⽂章の構造を読み取らせる。 
 
各グループ内の意⾒をまとめたテキスト
ふせんを全体に共有し、共通する意⾒を
まとめさせる。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：ClassPad.net で共有された紹介⽂から⽂章の正しい組み⽴て⽅と出典表⽰を理解

させ、⽣徒に紹介⽂の書き⽅を意識したライティングの実践をさせること。 
⽣徒向けの⽬標：⽂を組み⽴てる要素と、引⽤や出典の⽰し⽅とその必要性を理解し、より良い紹   
        介⽂を書くこと。 
。 
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減：事前に作成したデジタルノートのふせんを⽣徒に配布するだけなので時間削減に。 
・⽣徒の集中⼒アップ： 
 ネットや SNS の誘惑が無く、⽣徒の集中が切れない、信頼のある情報で安⼼して検索させられる。 
・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化：授業⽀援機能を使えば、全ての⼿順が容易に。 

step2 

紹介⽂をまとめたテキストふせん
を、授業⽀援機能を⽤いて⽣徒全
員に送信する。 
 
テキストふせんに感想などをまと
めさせる。 
 
 
 
 
 
授業⽀援機能を⽤いて個⼈作成の
ふせんをグループ内で送受信させ
る。 
 
グループ内の意⾒をまとめたテキ
ストふせんを提⽰・送信させる。 

step1 

【国語（現代の国語）】 
⾔語活動〔紹介⽂〕 

⽂の組み⽴て・主張と論拠の関係 
情報リテラシー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必要な要素を整理する 
魅⼒的な紹介⽂を書くためには、⾃らの
主張だけでなく、それを⽀えるための論
拠、さらに、⽂と⽂のつなぎ⽅も重要で
あることを⽰す。 
 
あらかじめ作成しておいた執筆テンプレ
ートを共有する。 
 
 
出典表⽰の理由を考え、表⽰
の仕⽅を理解する 
出典を⽰す理由について、EX-Word 機能
の便覧の該当ページを⽰しながら、説明
し、紹介⽂作成のテンプレートに、出典
表⽰を加える。 
 
 
 
個⼈での執筆作業 
⽤意したファイルふせんの中から、おす
すめしたい⽂化を選択させる。 
 
なぜその⽂化を紹介したいのか（主論）
をまとめさせる。 
 
EX-word 機能の⽤語集・事典・便覧を使
⽤して、その⽂化について調べさせる。 
 
主張と論拠の関係を意識しながら、テン
プレートに沿ってテキストふせんに紹介
⽂を書かせる。 
 
参考⽂献を記載させる。 
 
 
 
紹介⽂を読み合い、評価と反
省を⾏う 
評価の規準とフィードバックのやり⽅を
⽰す。 
 
グループ内でそれぞれが書いた紹介⽂を
読み合い、フィードバックの伝え合いを
させる。 
 
フィードバックからわかった⾃分の紹介
⽂の反省点をまとめさせる。 
 
 
 
まとめ・講評 
教員は、⽣徒に選ばせたテーマについて
執筆された政府系サイトや旅⾏情報誌に
おける紹介⽂を⽰す。 
 
それらと⽣徒が書いた⽂章を⽐較しなが
ら、本授業のまとめと講評を⾏う。 

各グループのテキストふせんを⼀
覧表⽰にしてプロジェクター等で
提⽰する。⽤意されたテキストふ
せんに同時編集機能で意⾒をまと
めさせる。 
テキストふせんで執筆テンプレー
トを送信する。 
 
 
 
 
出典についてまとめたテキストふ
せんを送信する。 
 
 
 
 
 
 
トピックが書かれたファイルふせ
んを⽣徒に送信する。 
 
デジタルノートの EX-word 機能の
みを⽤いて⽂化について検索させ
る。 
 
テキストふせん上に執筆した紹介
⽂を授業⽀援機能で提出させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個⼈作成のふせんをグループ内で
送受信させる。 
 
評価・反省⽤のテキストふせんを
送信し、書き込まれたふせんを送
信させる。 
 
 
 
 
 
 
リンクふせんにまとめたプロが執
筆した紹介⽂と⽣徒から送信され
たテキストふせんを全体に提⽰す
る。 

step4 

step5 

step3 

step7 

step6 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿題の提⽰ 
「⾃分がクラスメイトに紹介したいもの
についての紹介⽂」を書くという宿題を
提⽰し、主論と論拠を意識しながら紹介
⽂を書き、必ず⼀つ以上の出典表⽰をす
ることを指⽰する。 
 

宿題の課題内容を記したテキスト
ふせんを送信する。⽣徒は次回授
業までにテキストふせんに回答を
記⼊し提出する。 

step8 


